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しずかさや  湖水の底の  雲のみね　一茶
　信濃町の風景は、北国街道を人々が徒歩で行き交っ
ていたころとは大きく様変わりしたが、変わらないも
のは、満々と水をたたえた野尻湖の静

せいひつ

謐さです。おそ
らくナウマンゾウが生存していた太古の昔から変わっ
ていないでしょう。またこの辺りを覆う木々の美しさ
も変わっていないでしょう。

　ナウマンゾウの応援隊　信濃町商工会

初秋の野尻湖と黒姫山

商工連ながの
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本
年
度
は
、
役
員
改
選
の
年
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
新
た
に

商
工
会
長
に
就
い
た
方
々
を
対
象
と
し
た
「
商
工
会
新
任
会

長
研
修
会
」
が
９
月
１
日
に
松
本
市
の
ホ
テ
ル
モ
ン
タ
ー
ニ
ュ

松
本
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
対
象
商
工
会
長
28
名
の
う
ち
19

商
工
会
会
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

中
村
専
務
理
事
か
ら
の
挨
拶
の
後
、「
商
工
会
を
と
り
ま
く

状
況
に
つ
い
て
」
と
題
し
商
工
会
等
の
設
立
状
況
、
商
工
業

者
数
及
び
商
工
業
者
の
会
員
数
等
の
ほ
か
平
成
27
年
度
重
点

事
業
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
各
グ
ル
ー

プ
の
チ
ー
フ
、
各
チ
ー
ム
の
リ
ー
ダ
ー
か
ら
商
工
会
中
期
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
推
進
、
経
営
発
達
支
援
計
画
、
人
事
権
の

一
元
化
、
職
員
の
人
事
評
価
、
共
済
の
推
進
、
会
員
の
加
入

推
進
、
青
年
部
・
女
性
部

に
つ
い
て
の
説
明
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

説
明
終
了
後
の
研
究
討

議
（
質
疑
）
で
は
馬
場
参

事
を
座
長
に
会
員
の
加
入

勧
奨
に
つ
い
て
意
見
や
質

問
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

加
入
率
の
目
標
を
立
て
、

独
自
の
チ
ラ
シ
を
作
成
し

加
入
推
進
に
活
用
し
て
い

る
商
工
会
が
あ
り
、
商
工

連
で
も
そ
の
よ
う
に
目
標

を
た
て
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
意
見

が
出
さ
れ
今
後
の
検
討
課

題
と
な
り
、
全
日
程
を
終

了
し
ま
し
た
。

　

我
が
国
の
経
済
は
、
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
り
穏
や

か
な
回
復
基
調
が
続
い
て

い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

県
内
産
業
に
と
っ
て
景
気

の
回
復
感
が
あ
ま
り
感
じ

ら
れ
ず
、
と
り
わ
け
中
小

企
業
・
小
規
模
企
業
は
依

然
と
し
て
、
極
め
て
厳
し
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
県
内
の
産
業
振
興
を
図
る
た
め
、
10
月

５
日
（
月
）
に
県
議
会
環
境
産
業
観
光
委
員
と
の
懇
談
会
を
ホ

テ
ル
国
際
21
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
（
１
）
商
工
会
の
概
況
等
に
つ
い
て
、（
２
）

最
近
の
地
域
経
済
の
動
向
に
つ
い
て
（
３
）
商
工
会
が
進
め
る

経
営
支
援
体
制
に
つ
い
て
商
工
連
よ
り
説
明
し
ま
し
た
。

　

宮
本
委
員
長
か
ら
は
、「
中
小
企
業
は
産
業
発
展
の
原
動
力

で
あ
り
ま
す
。
地
域
社
会
を
担
う
重
要
な
存
在
で
あ
る
た
め
中

小
企
業
の
振
興
、
発
展
な
く
し
て
は
、
地
域
経
済
の
発
展
は
実

現
困
難
で
あ
る
と
認
識
を
し
て
い
ま
す
。
当
委
員
会
と
い
た
し

ま
し
て
も
長
野
県
商
工
会
連
合
会
様
と
手
を
携
え
地
域
の
実
情

や
課
題
な
ど
十
分
に
把
握
を
し
、
県
議
会
で
の
審
議
に
反
映
を

し
て
い
く
と
と
も
に
県
に
対
し
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う

求
め
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
忌
憚
の
な
い
ご

意
見
を
県
議
会
に
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。」
と
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
意
見
交

換
で
は
活
発
な
発
言
が
あ
り
、
委
員
会
よ
り
「
地
域
と
連
携
を

と
っ
て
様
々
な
活
動
を
し
て
く
だ
さ
い
。」
と
要
望
が
出
さ
れ

閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

商
工
会
新
任
会
長
研
修
会

県
議
会
環
境
産
業
観
光
委
員
会

と
の
懇
談
会
開
催

■再就職の依頼・情報提供等の規制
　�　現役の国家公務員が企業等に対し、他の国家公務員・ＯＢの再就職を依頼することや、国家公務員・ＯＢの情
報提供等をすることは禁止されています。

■利害関係企業等への求職活動の規制
　�　現役の国家公務員が、職務として携わる契約や処分などの相手方となっている利害関係企業等に対し、在職中
に求職活動をすることは禁止されています。

■元の職場への働きかけの規制
　�　再就職した国家公務員ＯＢが、再就職先の契約や処分に関し、便宜を図るよう元の職場に働きかけをすること
は禁止されています（ただし、原則として退職後 2年間に限ります）。

★各企業へのお願い
　�　企業の皆様におかれても、規制違反を未然に防ぐ観点から、国家公務員・ＯＢにこうした行為を求めないよう
ご協力をお願いいたします。また、規制違反が疑われる行為を見聞きした場合には、下記連絡先まで情報提供を
お願いいたします。

　　　　　　　　内閣府再就職等監視委員会事務局　 TEL（03）6268-7660 〜 7668

国家公務員の再就職等規制にご協力を

連絡先

挨拶をする宮本委員長
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専
門
分
野
８
分
野
の
う
ち
、
今
ま
で
決

ま
っ
て
い
な
か
っ
た
観
光
業
支
援
の
上
席
専

門
経
営
支
援
員
が
こ
の
ほ
ど
決
ま
り
ま
し
た
。

前
回
号
（
Ｖ
Ｏ
Ｌ
３
６
１
）
で
７
人
の
上

席
専
門
経
営
支
援
員
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、

改
め
て
下
表
に
て
８
人
全
員
を
ご
紹
介
申
し

上
げ
ま
す
。

上
席
専
門
経
営
支
援
員
は
県
下
４
地
区
事

務
所
に
常
駐
し
て
い
ま
す
が
、
全
県
対
応
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
県
下
何
処
の
事
業

所
へ
も
お
伺
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

支
援
は
、
１
案
件
に
つ
き
年
間
10
日
以
内
、

１
日
の
支
援
時
間
は
６
時
間
ま
で
で
す
。
相

談
は
無
料
で
す
。

８
分
野
に
係
る
ご
相
談
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
お
近
く
の
商
工
会
ま
で
ぜ
ひ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

商工会中期マスタープラン進行中 !!
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
本
格
稼
働

渡
わたなべ

辺　稔
みのる

製造業支援（+事業承継）
コンタクト：東信事務所　TEL.0267-25-3727

●専門分野＆得意分野
ものづくりの改善・革新
・生産性向上
・新規需要、新規製品探索
・水晶、セラミック等の加工プロセス及び周辺技術
・3D-CAD、CAM及び3Dプリンターの活用
●資格

3D-CAD利用技術2級認定

西
にしかわ

川　登
のぼる

製造業支援（+事業承継）
コンタクト：南信事務所　TEL.0265-24-8406

●専門分野＆得意分野
・品質管理、環境管理　・生産管理（工程改善）
・切削加工生産技術 ・製造業全般
●資格

・特別管理産業廃棄物管理責任者
・品質管理検定３級

田
たなべ

邉　潤
じゅんいち

一

観光業支援（+創業）
コンタクト：東信事務所　TEL.0267-25-3727

●専門分野＆得意分野
・観光業支援　・創業支援
●資格

・総合旅行業務取扱管理者 ・証券外務員
・生涯学習コーディネーター
・損害保険代理店　普通資格

事故対応力一般資格

山
やまだ

田　修
おさむ

創業支援（+農商工連携）
コンタクト：中信事務所　TEL.0263-47-8880

●専門分野＆得意分野
・新規事業の発掘、創業支援
・産学官、農商工連携事業支援
・販路開拓、業務提携支援
・経営業務改善、改革支援

篠
しのはら

原　長
ちょうへい

平

商業支援（+販路開拓）
コンタクト：中信事務所　TEL.0263-47-8880

●専門分野＆得意分野
・年間販促計画立案
・イベント計画立案
・販売支援

田
たなか

中　照
てるみつ

光

海外展開（輸出入）支援（+製造業）
コンタクト：北信事務所　TEL.026-228-2153

●専門分野＆得意分野
・海外工場の立ち上げ支援
・製造プロセスの構築、改善
・製造原価の分析と低減
・海外材料の購入ルート構築
●資格

第一種衛生管理者

山
やまぐち

口　真
しんじ

次

販路開拓（新規取引）支援（+商業）
コンタクト：北信事務所　TEL.026-228-2153

●専門分野＆得意分野
・営業スタンス全般
・販売課題への取組
・顧客満足度の推進
・リテールサポート
●資格

・福祉用具専門相談員

宮
みやじま

島　章
あきら

事業承継支援（+海外展開）
コンタクト：北信事務所　TEL.026-228-2153

●専門分野＆得意分野
・中小企業経営全般　・新規事業立ち上げ
・製造技術（TPS） 　  ・国際物流
・電子機器生産技術
●資格

・宅地建物取引士 ・TOEIC 815点
・日商簿記2級

順不同
2015年 8月

長野県商工会連合会
平成27年度版 上席専門経営支援員紹介（ダイジェスト版）
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県
青
連
・
県
女
性
連
は
10
月
27

日
（
火
）
に
長
野
市
「
ホ
テ
ル
メ

ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
長
野
」
に
お
い
て
、

県
青
連
・
県
女
性
連
結
成
50
周
年

記
念
式
典
を
、
盛
大
に
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

　

結
成
50
周
年
と
い
う
節
目
の
年

に
あ
た
り
、
地
域
に
お
け
る
青
年

部
・
女
性
部
の
役
割
を
再
認
識
し
、

こ
れ
を
契
機
に
更
な
る
県
青
連
・

県
女
性
連
の
事
業
活
動
の
充
実
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
記
念
講
演
、

記
念
式
典
・
表
彰
、
記
念
パ
ー

テ
ィ
ー
の
３
部
構
成
で
、
県
下
商

工
会
青
年
部
員
・
女
性
部
員

３
０
０
名
余
と
御
来
賓
20
名
余
の

御
参
集
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
、
読
売
新
聞
特

別
編
集
委
員
の
橋
本
五
郎
氏
よ
り

「
ど
う
な
る
日
本
の
政
治
と
経
済
」

と
題
し
て
、
安
保
法
案
の
成
立
や

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
施
行
、
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
の
「
三
本
の
矢
」
か
ら
中

国
経
済
の
動
向
等
、
今
後
の
日
本

を
取
り
巻
く
内
外
の
政
治
経
済
情

勢
に
つ
い
て
御
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
、
高
齢
化
社
会
を
迎
え
た

日
本
の
現
状
に
つ
い
て
は
、
自
身

の
御
家
族
を
例
に
、
親
子
の
情
、

家
族
の
姿
を
熱
心
に
語
っ
て
お
ら

れ
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

　

続
い
て
記
念
式
典
が
行
わ
れ
、

青
年
部
・
女
性
部
の
歌
と
宣
言
、

誓
い
の
言
葉
を
唱
和
し
、
県
青
連

重
盛
秀
敏
会
長
と
県
女
性
連
佐
々

木
悦
子
会
長
、
県
連
柏
木
昭
憲
会

長
が
、
そ
れ
ぞ
れ
あ
い
さ
つ
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

御
来
賓
を
代
表
し
、
関
東
経
済

産
業
局
渡
辺
豊
産
業
部
長
、
長
野

県
太
田
寛
副
知
事
、
全
国
商
工
会

青
年
部
連
合
会
植
村
和
宣
会
長
よ

り
御
祝
辞
を
、
ま
た
全
国
商
工
会

女
性
部
連
合
会
末
武
榮
子
会
長
よ

り
御
祝
電
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
青
連
北
城
貴
英
副
会

長
と
県
女
性
連
相
馬
靖
子
副
会
長

が
、
県
青
連
・
県
女
性
連
の
年
表

を
基
に
そ
れ
ぞ
れ
の
50
年
の
あ
ゆ

み
を
説
明
し
、
県
青
連
・
県
女
性

連
の
軌
跡
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

表
彰
で
は
、
歴
代
県
青
連
会
長
・

歴
代
県
女
性
連
会
長
へ
、
組
織
の

先
頭
に
立
ち
そ
の
時
々
の
青
年
部
・

女
性
部
を
導
い
て
い
た
だ
い
た
功

績
を
称
え
、
御
臨
席
い
た
だ
い
た

10
名
の
皆
様
に
感
謝
状
の
贈
呈
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
の
あ
と
行
わ
れ
た
記

念
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
県
下
商
工

会
青
年
部
・
女
性
部
よ
り
御
提
供

い
た
だ
き
ま
し
た
写
真
を
、「
フ
ォ

ト
ス
ト
ー
リ
ー
」
に
し
て
会
場
内

の
ス
ク
リ
ー
ン
で
上
映
し
、
50
年

の
歩
み
を
映
像
で
振
り
返
り
、
懐

か
し
い
写
真
に
一
時
代
の
歴
史
を

体
感
す
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

野球大会準優勝「関東ブロック商工会青年部連絡協議会大会」
　去る、10月22日（木）に茨城県水戸市民球場にて、関東ブロック商工会青年部連絡協議会野球大会が開催され、
本県からは東信地区で編成されたメンバーが長野県選抜チームとして出場しました。
　関東ブロック管内からは、８県９チーム（昨年度優勝チーム含む）が出場する中、本県は昨年度の優勝チームに
勝ち、決勝まで勝ち進みました。結果、惜しくも準優勝となりましたが、出場されたメンバー皆さんの健闘を讃え
たいと思います。

主催者あいさつをする
重盛県青連会長（上）と
佐々木県女性連会長（右）

講師の橋本五郎氏

感謝状を歴代県青連会長へ贈呈

県
青
連
・
県
女
性
連
結
成
50
周
年
記
念
式
典
を
開
催
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当
社
は
２
０
１
１
年
、
経
済
産
業
省
ク
ー
ル

ジ
ャ
パ
ン
を
応
援
す
る
会
に
参
加
し
た
事
を

き
っ
か
け
に
、
日
本
文
化
を
海
外
に
発
信
す
る

と
い
う
事
に
大
変
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
そ
の

際
、
経
済
産
業
省
関
東
経
済
局
の
知
人
か
ら
、

群
馬
県
桐
生
市
に
あ
る
幾
つ
か
の
優
良
工
場
を

紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
現
地
を

訪
問
す
る
機
会
を
得
た
結
果
、
日
本
の
地
方
に

あ
る
企
業
の
持
つ
凄
い
潜
在
力
に
深
い
感
銘
を

受
け
ま
し
た
。
な
か
で
も
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
に
技
術

を
提
供
し
て
い
る
よ
う
な
技
術
力
の
高
い
工
場

で
あ
っ
た
り
、
水
泳
の
タ
イ
ム･

ア
ッ
プ
を
実
現

し
た
水
着
の
特
殊
素
材
の
開
発
な
ど
、
世
界
に

誇
る
技
術
を
見
た
か
ら
で
す
。
ま
た
各
地
を
訪

問
し
て
、
地
方
に
散
在
す
る
伝
統
工
芸
の
持
つ

美
し
さ
や
、
日
本
独
特
の
わ
び
さ
び
を
改
め
て

見
直
す
機
会
も
得
ま
し
た
。

　

日
本
は
、
こ
ん
な
に
優
れ
た
技
術
や
素
晴
ら

し
い
文
化
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
こ
の
技
術
や
文

化
を
今
こ
そ
世
界
に
発
信
し
、
も
う
一
度
、
素

晴
ら
し
い
日
本
を
再
生
し
な
く
て
は
い
け
な
い

時
期
が
来
た
の
で
は
な
い
か
と
深
く
感
じ
た
の

で
す
。日
本
の
伝
統
工
芸
を
、高
度
技
術
を
、も
っ

と
親
し
み
や
す
い
形
に
変
え
、
そ
れ
を
世
界
に

発
信
し
、
美
し
い
日
本
の
文
化
、
技
術
に
魅
了

さ
れ
、
興
味
を
も
っ
て
く
れ
る
海
外
の
フ
ァ
ン

を
増
や
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
、
２
０
１
２
年

7
月
ラ
ブ
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
合
同
会
社
を
設

立
、
そ
し
て
２
０
１
３
年
8
月
に
は
株
式
会
社

を
設
立
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
独
立
行
政
法
人

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
に
よ
る
補
助
金
事
業

と
し
て
、
ま
た
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
（
日
本
貿
易
振
興

機
構
）
の
支
援
を
う
け
て
海
外
へ
販
路
拡
大
に

向
け
て
動
き
出
し
ま
し
た
。

　

私
は
こ
の
事
業
を
通
し
て
、
日
本
の
良
き
伝

統
的
文
化
と
高
度
技
術
を
世
界
に
発
信
す
る
こ

と
に
夢
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
す
。

　

箪
笥
に
眠
る
帯
や
着
物
地
の
リ
メ
イ
ク
も
は

じ
め
ま
し
た
。
お
母
様
か
ら
受
け
継
が
れ
た
日

本
の
伝
統
の
美
を
新
た
な
形
で
残
し
て
い
け
る

よ
う
に
、
イ
ン
テ
リ
ア
用
品
や
バ
ッ
グ
な
ど
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
用
品
に
つ
く
り
な
お
し
て
い
ま

す
。

中小企業の新たな事業活動

ラブジャパンブランド株式会社 軽井沢町商工会

日本の伝統工芸品を現代の形に変え世界へ

友禅でつくったインテリアライト真田紐でつくったブレスレット ７色のエナメルのガマ口を開くと、中には華やかな帯地が。
台湾の展示会で最も人気が高かった商品で、即完売しました。
日本でも売れ筋商品となっています。

2015年８月　JETRO北京商談会。
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地
域
振
興
事
業
と
し
て

　

四
季
折
々
に
そ
の
趣
を
変
え
る
八
ヶ
岳
の
麓

に
、
八
ヶ
岳
中
央
農
業
実
践
大
学
校
が
あ
り
ま

す
。
標
高
１
、３
０
０
ｍ
に
位
置
す
る
同
大
学

校
の
広
大
な
芝
生
広
場
を
主
会
場
と
し
て
、
当

商
工
会
主
催
で
行
う
地
域
振
興
イ
ベ
ン
ト

「
八
ヶ
岳
ま
る
ご
と
収
穫
祭
」
は
、
今
年
で
第

16
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

　
【「
み
の
り
」「
匠
」「
知
恵
」
の
秋
】
を
テ
ー

マ
に
掲
げ
て
、
新
鮮
野
菜
や
果
物
、

手
作
り
の
工
芸
品
や
食
品
等
約
60

店
の
出
店
者
が
軒
を
連
ね
、
手
作

り
バ
タ
ー
や
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
カ
ボ

チ
ャ
の
加
工
等
の
体
験
に
各
種
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
加
わ
っ
て
、
来

場
す
る
約
９
、０
０
０
人
の
人
達
に
、

2
日
間
に
渡
っ
て
山
麓
の
秋
を
満

喫
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。
今
年
は
、

10
月
24
日
（
土
）、
25
日
（
日
）
の

開
催
で
、
当
商
工
会
の
商
業
部
会・

観
光
部
会
・
青
年
部
も
そ
れ
ぞ
れ

販
売
コ
ー
ナ
ー
や
ゲ
ー
ム
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
て
、
イ
ベ
ン
ト
に
彩

り
を
添
え
ま
し
た
。

　

同
収
穫
祭
は
、
こ
れ
か
ら
も
毎

回
工
夫
を
重
ね
て
、
更
に
充
実
し

た
内
容
で
開
催
で
き
る
よ
う
に
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

御
柱
祭
に
つ
い
て

　

諏
訪
地
域
で
は
、
数
え
で
7
年

に
1
度
、
申
年
と
寅
年
に
行
わ
れ

る
御
柱
祭
が
あ
り
ま
す
。
全

国
に
約
１
万
社
あ
る
と
い
う

諏
訪
神
社
の
総
本
社
で
あ
る

諏
訪
大
社
は
、
上
社
が
本
宮

と
前
宮
に
、
下
社
が
春
宮
と

秋
宮
に
、
全
部
で
４
つ
の
境

内
に
分
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が

４
月
の
初
旬
に
山
出
し
と
5

月
連
休
に
里
曳
き
・
建
て
御

柱
と
い
う
行
事
を
行
い
ま
す
。

こ
の
時
期
、
諏
訪
地
方
は
ど

こ
も
祭
一
色
に
染
ま
り
ま
す
。

ま
た
そ
れ
に
加
え
て
、
地
域

内
の
神
社
と
い
う
神
社
が
大

小
を
問
わ
ず
、
秋
口
に
か
け

て
御
柱
を
曳
行
し
、
建
立
を

し
ま
す
。

　

原
村
に
は
、
そ
の
諏
訪
大

社
上
社
の
、
山
出
し
の
出
発

点
で
あ
る
御
柱
置
き
場
が
あ

り
、
そ
こ
か
ら
ほ
ぼ
一
直
線

に
延
び
る
通
称
「
御
柱
街
道
」
に
沿
っ
て
、
8

本
の
各
柱
の
氏
子
・
曳
き
子
が
一
丸
と
な
っ
て

次
々
に
大
木
を
曳
き
出
し
て
い
き
ま
す
。

　

当
商
工
会
で
は
そ
の
街
道
沿
い
に
、
振
舞
用

の
桟
敷
を
設
け
て
、
立
ち
寄
っ
て
く
だ
さ
る
す

べ
て
の
人
達
に
、
日
本
酒
は
勿
論
の
事
、
実
践

大
学
校
の
牛
乳
や
お
茶
、
お
握
り
や
お
で
ん
な

ど
を
振
舞
い
ま
す
。
山
出
し
初
日
の
平
成
28
年

4
月
2
日
（
土
）
に
は
、
大
勢
の
商
工
会
関
係

者
の
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

来
年
の
御
柱
祭
で
は
、
原
村
商
工
会
の
振
舞
桟

敷
で
、
本
稿
を
目
に
し
た
大
勢
の
皆
様
と
お
行

き
会
い
で
き
ま
す
事
を
、
役
職
員
一
同
心
か
ら

願
っ
て
お
り
ま
す
。

 
商
工
会
は
い
ま
─
Vol.100

南信

商業部会販売コーナー

前回（平成22年度）の振舞の様子
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千
曲
市
に
明
治
41
年
創
業
の
鍛
冶
屋
四
代

目
と
し
て
、
昭
和
43
年
に
「
3
年
以
内
に
特

許
自
社
製
品
を
開
発
す
る
、
達
成
で
き
な

か
っ
た
ら
撤
退
」
を
覚
悟
に
モ
キ
製
作
所
を

立
ち
上
げ
た
茂
木
国
豊
社
長
。
当
時
24
歳
で

あ
っ
た
。
家
業
は
農
具
を
作
る
鍛
冶
屋
で

あ
っ
た
が
、
時
代
は
手
づ
く
り
生
産
か
ら
大

量
生
産
の
機
械
化
へ
の
転
換
期
。
社
長
は
鍛

冶
屋
か
ら
機
械
製
造
業
へ
と
業
種
を
変
え
、

真
っ
先
に
作
っ
た
日
本
初
の
キ
ノ
コ
栽
培
に

使
う
チ
ェ
ン
コ
ン
ベ
ア
で
最
初
の
特
許
を
取

得
。
創
業
当
初
の
目
標
を
強
い
信
念
と
ア
イ

デ
ィ
ア
に
よ
り
達
成
し
た
。“
日
本
初
・
世

界
初
の
新
製
品
を
創
り
た
い
”
と
い
う
覚
悟

は
更
に
強
く
な
っ
た
。　
　
　

　

開
業
か
ら
約
10
年
、
第
2
次
石
油
シ
ョ
ッ

ク
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
流
れ
は
い
ず
れ
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
向
か
う
と
考
え
、
昭
和
55
年

に
「
お
が
ボ
イ
ラ
ー
」
を
発
売
し
環
境
ビ
ジ

ネ
ス
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
57
年
に
は
袋

栽
培
の
茸
が
収
穫
後
、
菌
床
が
ポ
リ
袋
入
り

の
ま
ま
畑
に
放
置
さ
れ
公
害
問
題
に
な
っ
て

い
る
の
を
見
て
「
茸
袋
分
離
機
」
を
発
売
。

こ
の
2
つ
の
機
器
が
現
在
の
「
燃
焼
機
器
」

と「
分
離
機
」へ
と
繋
が
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、

社
員
と
と
も
に
『
国
内
最
後
発
メ
ー
カ
ー
』

を
宣
言
し
、
家
庭
用
「
煙
突
な
し
焼
却
炉
」

を
昭
和
61
年
に
発
売
。
と
こ
ろ
が
、
た
っ
た

7
年
で
販
売
台
数
日
本
一
を
達
成
す
る
。
家

庭
用
焼
却
炉
が
全
国
の
通
信
販
売
で
扱
わ
れ

て
い
る
の
を
見
て
驚
い
た「
世
界
の
ホ
ン
ダ
」

が
平
成
6
年
に
工
場
見
学
に
訪
れ
て
い
る
。

現
在
も
東
大
大
学
院
、
早
稲
田
大
学
な
ど
、

大
企
業
だ
け
で
な
く
有
名
大
学
も
モ
キ
製
作

所
の
研
究
に
関
心
を
持
ち
実
験
演
習
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。

　

鍛
冶
屋
4
代
目
に
生
ま
れ
、
5
歳
の
頃
か

ら
燃
焼
の
研
究
を
始
め
、
つ
い
に
「
無
煙
薪

ス
ト
ー
ブ
」
を
発
明
。
昭
和
63
年
の
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
無
煙
技
術
を
実
現
可
能
と
し
た

の
が
日
本
・
ア
メ
リ
カ
・
ド
イ
ツ
の
外
国
特

許
を
取
得
し
た
「
茂
木
プ
レ
ー
ト
」。
こ
の

プ
レ
ー
ト
に
よ
り
８
０
０
度
の
高
温
燃
焼
を

実
現
し
、
薪
材
を
選
ば
ず
完
全
燃
焼
が
可
能

と
成
っ
た
。
平
成
10
年
に
は
パ
ッ
ク
商
品
と

生
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
分
別
機「
分
離
職
人
」

を
発
明
。
研
究
開
発
の
結
果
99
・
9
％
を
達

成
し
た
分
離
精
度
は
、
世
界
一
の
性
能
を
誇

る
。
社
長
曰
く
、「
私
た
ち
は
面
白
い
こ
と
、

楽
し
い
こ
と
を
や
っ
て
い
る
。
一
つ
に
は
耳

を
澄
ま
せ
て
世
の
流
れ
を
聞
き
分
け
る
こ
と
、

二
つ
に
は
先
見
性
を
見
つ
け
て
日
本
初
・
世

界
初
の
新
製
品
を
開
発
す
る
、
三
つ
に
は
全

国
ネ
ッ
ト
の
市
場
を
構
築
し
、
時
代
に
合
わ

せ
て
発
売
す
る
。
心
が
け
て
い
る
の
は
『
先

ん
ず
れ
ば
先
を
制
す
』
と
。」

　

開
発
し
た
製
品
は
破
袋
分
離
機
、
廃
プ
ラ

洗
浄
機
無
煙
薪
ス
ト
ー
ブ
の
他
に
、
薪
竹
ボ

イ
ラ
ー
、
無
煙
炭
化
器
、
イ
ベ
ン
ト
・
防
災

ス
ト
ー
ブ
、
無
煙
か
ま
ど
ス
ト
ー
ブ
な
ど
機

種
が
豊
富
で
、
全
て
特
許
自
社
製
品
で
世
界

初
の
新
製
品
で
も
あ
り
、
環
境
最
先
端
技
術

で
国
内
市
場
を
独
占
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
更
に
無
煙
薪
ス
ト
ー
ブ
や
無
煙

焼
却
炉
を
普
及
さ
せ
、
荒
れ
放
題
の
山
林
の

間
伐
促
進
や
環
境
省
へ
煙
公
害
規
制
を
お
願

い
す
る
な
ど
、
子
供
達
の
未
来
の
為
に
『
Ｃ

Ｏ
Ｐ
21
脱
化
石
燃
料
』
を
目
標
に
、
71
歳
の

社
長
の
目
に
宿
る
炎
が
消
え
る
こ
と
は
無
い
。

　

祖
父
と
父
が
鍛
え
る
真
っ
赤
な
鉄
や
炎
を

毎
日
見
て
い
た
少
年
時
代
。
幼
い
頃
か
ら
の

観
察
力
は
時
を
超
え
新
製
品
と
特
許
を
生
み

出
し
た
。
ま
さ
に
、
そ
の
少
年
の
目
に
映
る

炎
こ
そ
が
将
来
成
す
べ
き
事
を
映
し
出
す
鏡

そ
の
も
の
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

「この人に注目」をシリーズで毎号掲載しています。商工会地域内で頑張っておられる方をご紹介ください。

株式会社モキ製作所
社長　茂　木　国　豊
戸倉上山田商工会

燃
焼
哲
学
よ
り
生
み
出
し
た

夢
の
茂
木
プ
レ
ー
ト

注目Vol.104

この　に人

破袋分別機  M371

無煙薪ストーブ  MD80Ⅱ俺のかまど  MK6K
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経 　

最
近
、
ご
支
援
し
た
2
社
の
事
例
を
も
と
に
自
社
お
よ

び
商
品
の
可
能
性
を
再
発
見
す
る
視
点
に
つ
い
て
考
え
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
初
に
、
加
工
食
品
に
つ
い
て
、
新
規
商
談
を
行
う
Ａ

社
の
事
例
で
す
。
―
「
先
生
、
こ
の
価
格
で
先
方
に
見
積

り
を
提
示
し
よ
う
と
思
い
ま
す
が
高
す
ぎ
ま
す
か
ね
？
」

と
尋
ね
る
社
長
に
、
理
由
を
確
認
す
る
と
、「
中
国
産
の

売
価
の
○
倍
も
し
ま
す
し
、
僅
か
で
す
が
国
内
の
同
業
社

に
も
類
似
商
品
が
あ
り
ま
す
」
と
お
答
え
に
な
り
ま
し
た
。

類
似
商
品
の
売
価
や
製
造
コ
ス
ト
だ
け
を
基
準
に
議
論
す

れ
ば
、
確
か
に
高
い
と
い
う
判
断
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
私
は
明
確
な
理
由
で
決
し
て
高
い
と
は
思
わ
な

か
っ
た
の
で
、
は
っ
き
り
と
そ
の
旨
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。

詳
細
に
つ
い
て
は
後
述
し
ま
す
。

　

次
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
大
幅
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
い

と
相
談
に
来
ら
れ
た
Ｂ
社
の
事
例
で
す
。
― 
現
在
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
す
る
と
「
商
品
は
希
少
な
材
質
で
作
ら

れ
て
い
る
。
○
○
の
た
め
製
作
に
は
と
て
も
手
間
が
か
か

る
」
と
い
っ
た
情
報
が
細
か
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

一
方
で
、
商
品
を
使
用
す
る
顧
客
の
メ
リ
ッ
ト
や
、
購
入

し
た
顧
客
の
感
想
な
ど
の
情
報
は
ど
こ
に
も
見
当
た
り
ま

せ
ん
。

　

こ
れ
ら
の
事
例
の
共
通
点
は
何
で
し
ょ
う
か
？
…
…
そ

れ
は
、
商
品
を
実
態
側
面
の
み
で
捉
え
て
い
る
点
で
す
。

　

携
帯
電
話
を
例
に
も
う
少
し
詳
し
く
説
明
し
ま
す
。
下

の
図
は
、
商
品
が
持
つ
3
つ
の
側
面
（
層
）
を
玉
子
に
例

え
て
表
現
し
た
も
の
で
す
。
1
つ
目（
黄
身
）は「
中
核
」

で
、
顧
客
が
実
際
に
手
に
入
れ
た
い
本
質
的
価
値
の
側
面

で
す
。
携
帯
電
話
で
あ
れ
ば
、
ど
こ
で
も
外
部
と
コ
ン
タ

ク
ト
（
通
話
・
メ
ー
ル
等
）
し
た
い
欲
求
に
相
当
し
ま
す
。

2
つ
目
（
白
身
）
は
「
実
態
」
で
、
顧
客
が
手
に
す
る
実

際
の
商
品
で
す
。
携
帯
電
話
そ
の
も
の
に
相
当
し
ま
す
。

3
つ
目
（
殻
）
は
「
付
随
機
能
」
で
、
顧
客
に
対
し
て
商

品
価
値
を
高
め
る
付
随
的
な
機
能
の
側
面
で
す
。
携
帯
電

話
で
あ
れ
ば
、
ポ
イ
ン
ト
付
与
等
に
相
当
し
ま
す
。

　
「
商
品
の
実
態
」
側
面
に
つ
い
て
は
、
殆
ど
の
企
業
が

十
分
に
意
識
さ
れ
て
い
ま
す
が
、「
商
品
の
中
核
」
や
「
商

品
の
付
随
機
能
」
に
つ
い
て
は
、
自
覚
が
ま
だ
不
十
分
な

よ
う
に
感
じ
ま
す
。
実
際
の
商
品
以
外
の
側
面
に
も
着
目

し
、
広
い
視
点
で
商
品
や
自
社
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め

れ
ば
、
商
談
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
顧
客
に
Ｐ
Ｒ
す
る
情
報

の
質
は
各
段
に
高
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ど
ん
な
方
針
で

事
業
を
推
進
す
れ
ば
よ
い
か
、
経
営
資
源
を
強
化
し
て
い

け
ば
よ
い
か
と
い
っ
た
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

Ａ
社
と
Ｂ
社
に
話
を
戻
し
具
体
例
を
紹
介
し
ま
す
。
Ａ

社
で
は
原
材
料
と
な
る
農
産
物
の
栽
培
か
ら
加
工
ま
で
を

一
貫
し
て
自
社
で
行
い
、
ま
た
加
工
時
に
は
異
物
の
除
去

作
業
や
混
入
検
査
を
複
数
工
程
で
行
う
徹
底
し
た
管
理
を

し
て
い
ま
す
。
こ
の
結
果
、
あ
る
大
手
商
社
の
優
良
企
業

ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
数
百
社
の
取
引
先
の
中
で
、
常
に
上
位

に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
い
ま
す
。
実
際
の
取
引
き
は
「
加
工

食
品
」（
実
態
）
の
み
で
す
が
、
顧
客
は
そ
れ
だ
け
で
な

く
「
高
い
安
心
感
、
美
味
し
さ
」（
中
核
）
も
同
時
に
購

入
し
て
い
る
の
で
す
。
自
社
商
品
の
本
質
的
価
値
や
そ
れ

を
維
持
す
る
た
め
の
仕
組
み
・
努
力
を
正
し
く
伝
え
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
同
業
社
と
の
単
純
な
価
格
比
較
に
陥
る

こ
と
な
く
、
別
の
価
値
評
価
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｂ
社
の
例
で
は
、
過
去
に
購
入
し
た
顧
客
の
感

想
か
ら
、
材
質
や
加
工
方
法
の
稀
少
性
（
実
態
）
よ
り
も
、

用
途
や
購
買
動
機
を
き
め
細
か
く
確
認
し
た
上
で
「
こ
だ

わ
り
の
完
全
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
し
て
く
れ
る
点
」

（
中
核
）
や
、「
破
損
時
に
は
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
可
能
で
一

生
使
え
る
点
」（
付
随
機
能
）
に
高
い
魅
力
や
満
足
を
感

じ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
情
報
も

掲
載
す
れ
ば
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
よ
り
機
能
し
購
買
に
繋

が
る
可
能
性
が
高
ま
り
ま
す
。

　

最
後
に
、「
顧
客
は
何
を
期
待
し
、
ど
こ
に
満
足
を
感

じ
て
い
る
の
か
？
」「
な
ぜ
、
あ
の
顧
客
は
長
年
取
引
き

し
て
く
れ
る
の
か
？
」
図
を
み
な
が
ら
、
も
う
一
度
自
社

や
商
品
に
つ
い
て
見
つ
め
直
す
こ
と
で
、
あ
ら
た
な
可
能

性
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

自社と商品の可能性を
再発見する魔法の視点

｜経｜営｜ワ｜ン｜ポ｜イ｜ン｜ト｜ア｜ド｜バ｜イ｜ス｜
ONE POINT ADVICE

ビーワン・コンサルティング
中小企業診断士
平田　由幸　氏

商品・サービスの３層モデル

商品の中核（黄身）

商品の実態（白身）

商品の付随機能（殻）

顧客が手に入れたい本質的価値（ベネフィット）

顧客が手にするモノ・サービスそのもの

商品の魅力や顧客の満足度を高める付随価値

例）どこでも、通話・メール・インターネットができる　等

例） ポイント付与、故障時の無料サポート　等

例） 通話品質が良い、動作が早い、操作が簡単
　　高精細画面、耐水性・耐衝撃性に優れる　等

※ □内は携帯電話機の例
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法 一  

、
遺
産
相
続
の
際
の
生
命
保
険
金
に
つ
い
て
、ま
ず
、

生
命
保
険
金
が
遺
産
と
な
っ
て
相
続
人
間
で
遺
産
分

け
を
す
る
の
か
、
遺
産
に
な
ら
ず
誰
か
が
取
得
す
る

の
か
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

１ 　

生
命
保
険
契
約
で
は
、
契
約
者
（
保
険
会
社
と

契
約
す
る
人
）、
被
保
険
者
（
保
険
金
支
払
い
の

原
因
と
な
る
死
亡
者
）、
保
険
金
受
取
人
が
定
め

ら
れ
ま
す
。
契
約
者
と
被
保
険
者
は
具
体
的
に
定

め
ら
れ
ま
す
が
、
下
記
の
図
を
利
用
す
る
と
、
保

険
金
受
取
人
は
以
下
の
通
り
の
定
め
方
が
あ
り
ま

す
。

　
　
　
　
　

契
約
者
、
被
保
険
者
、
保
険
金
受
取
人

　
　
　

①　

Ａ　
　
　

Ａ　
　
　
　

Ｂ（
具
体
的
に
Ｂ
と
指
定
）

　
　
　

②　

Ａ　
　
　

Ａ　
　
　
　

相
続
人
と
指
定

　
　
　

③　

Ａ　
　
　

Ａ　
　
　
　

指
定
な
し

　
　
　

④　

Ａ　
　
　

Ａ　
　
　
　

Ａ　
　

　

２ 　

生
命
保
険
金
が
遺
産
と
な
る
か
ど
う
か
は
、
保

険
金
受
取
人
の
定
め
方
に
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
に

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　

ア　

①
②
の
場
合　

 

保
険
金
は
遺
産
で
は
な

い
。
保
険
金
受
取
人
の
固

有
の
財
産
と
な
る
。

　
　
　

イ　

③
の
場
合　
　

 

ほ
と
ん
ど
の
契
約
書
ま
た

は
約
款
に
、
指
定
の
な
い

と
き
は
被
保
険
者
の
相
続

人
を
受
取
人
と
す
る
旨
の

記
載
が
あ
る
。
こ
の
場
合

は
、
ア
と
同
じ
と
な
る
。

　
　
　

ウ　

④
の
場
合　
　

 

確
定
し
た
判
例
が
な
く
、

遺
産
だ
と
い
う
説
と
被
保

険
者
の
相
続
人
の
固
有
の

財
産
だ
と
い
う
説
が
あ
る
。

二 

、
次
に
、
遺
産
分
け
が
不
公
平
に
な
ら
な
い
か
と
い

う
問
題
で
す
。

　

 　

ア
、
イ
の
場
合
は
、
生
命
保
険
金
が
受
取
人
の
固

有
の
財
産
と
な
り
ま
す
。
図
の
例
で
遺
産
が

九
〇
〇
万
円
、
生
命
保
険
金
が
一
、〇
〇
〇
万
円
だ

と
す
る
と
、
Ｂ
が
生
命
保
険
金
と
合
わ
せ
て 

一
、四
五
〇
万
円
、
Ｃ
、
Ｄ
、
Ｅ
が
各
一
五
〇
万
円

取
得
す
る
こ
と
に
な
り
、不
平
等
の
感
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
裁
判
例
と
し
て
は
、
Ｂ
の
取
得
し
た
生
命

保
険
金
は
特
別
受
益
に
あ
た
る
と
し
て
公
平
を
計
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。　

三 

、
三
番
目
に
、
ウ
の
場
合
、
普
通
は
生
命
保
険
金
を

遺
産
だ
と
し
よ
う
が
相
続
人
の
固
有
の
財
産
だ
と
し

よ
う
が
、実
際
的
な
違
い
は
起
き
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

 　

実
質
的
な
違
い
が
出
る
の
は
、
図
の
例
で
Ａ
に
対

し
て
第
三
者
が
債
権
（
仮
に
一
、五
〇
〇
万
円
）
を

持
っ
て
い
る
場
合
で
す
。
図
の
例
で
遺
産
が
〇
円
、

生
命
保
険
金
が
一
、〇
〇
〇
万
円
と
し
ま
す
。
生
命

保
険
金
が
遺
産
だ
と
す
れ
ば
、
第
三
者
は
こ
の
生
命

保
険
金
を
差
押
等
し
て
債
権
を
回
収
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
逆
に
相
続
人
固
有
の
財
産
だ
と
す
れ
ば
、

Ｂ
は
相
続
放
棄
を
し
て
Ａ
の
負
債
を
相
続
せ
ず
、
か

つ
、
こ
の
生
命
保
険
金
を
取
得
で
き
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

四 

、
四
番
目
に
、
受
取
額
の
割
合
の
問
題
で
す
。

　

 　

生
命
保
険
金
が
遺
産
で
は
な
く
受
取
人
の
固
有
の

財
産
と
な
る
場
合
、
保
険
金
の
受
取
額
は
、
原
則
と

し
て
、
民
法
四
二
七
条
に
よ
り
等
分
の
割
合
と
な
り

ま
す
。

　

 　

た
だ
し
、
受
取
人
の
指
定
は
な
い
が
約
款
や
契
約

書
に
相
続
人
が
受
取
人
と
な
る
と
の
規
定
が
あ
る
場

合
は
、
受
取
額
も
相
続
分
割
合
と
な
る
と
す
る
判
例

が
あ
り
ま
す
。

五 

、
最
後
に
、
図
の
例
で
、
受
取
人
Ｂ
が
死
亡
し
、
そ

の
後
Ｅ
が
死
亡
し
、
更
に
、
契
約
者
兼
被
保
険
者
Ａ

が
死
亡
し
た
と
し
ま
す
。

　

 　

ほ
と
ん
ど
の
保
険
約
款
、法
律（
保
険
法
四
三
条
）

に
は
、
被
保
険
者
の
死
亡
前
に
受
取
人
が
死
亡
し
た

場
合
、
契
約
者
は
受
取
人
を
再
指
定
で
き
る
と
の
規

定
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
Ａ
が
再
指
定
せ
ず
に
死

亡
し
た
場
合
、保
険
約
款
、法
律
（
保
険
法
四
六
条
）

で
は
、
受
取
人
で
あ
っ
た
Ｂ
の
相
続
人
ま
た
は
相
続

順
に
従
っ
た
相
続
人
で
、
か
つ
、
被
保
険
者
Ａ
死
亡

時
（
受
取
人
Ｂ
死
亡
時
で
は
な
い
）
に
生
存
し
て
い

る
相
続
人
が
受
取
人
と
な
る
と
の
規
定
が
あ
り
ま

す
。
従
っ
て
、
図
で
は
、
Ｃ
、
Ｄ
は
受
取
人
Ｂ
の
子

と
し
て
、
Ｆ
、
Ｇ
は
Ｅ
の
代
襲
相
続
人
と
し
て
生
命

保
険
金
の
受
取
人
と
な
り
ま
す
。
Ｅ
は
被
保
険
者
Ａ

の
死
亡
前
に
死
亡
し
て
い
る
の
で
受
取
人
に
な
れ

ず
、
Ｆ
、
Ｇ
は
相
続
順
に
従
っ
た
相
続
人
で
Ａ
の
死

亡
時
に
生
存
し
て
い
る
の
で
受
取
人
に
な
れ
る
の
で

す
。

　

 　

な
お
、
こ
の

場
合
も
前
記
四

で
述
べ
た
通

り
、
取
得
額
の

割
合
は
相
続
分

割
合
で
は
な
く

平
等
で
す
。

　相続の際の
　　生命保険金の問題
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商
工
会
が
総
力
を
挙
げ
て
小
規
模
企
業
を

応
援
し
て
い
く
た
め
経
営
発
達
支
援
事
業
が

新
た
に
小
規
模
事
業
者
支
援
法
に
規
定
さ
れ
、

需
要
開
拓
や
経
営
承
継
等
の
小
規
模
事
業
者

の
課
題
に
対
し
、
事
業
計
画
の
策
定
や
着
実

な
実
施
等
を
事
業
者
に

寄
り
添
っ
て
支
援
す
る

体
制
や
能
力
を
整
え
た

商
工
会
の
支
援
計
画

（
経
営
発
達
支
援
計
画
）

を
国
が
認
定
・
公
表
す

る
仕
組
み
が
出
来
ま
し

た
。

　

経
営
発
達
支
援
事
業

は
、
税
務
指
導
や
記
帳

指
導
を
中
心
と
し
た
従

来
の
経
営
改
善
普
及
事

業
の
取
組
み
を
見
直
し
、

事
業
計
画
に
基
づ
く
経

営
の
推
進
、
新
た
な
需

要
開
拓
に
向
け
た
支
援

を
通
じ
て
、
小
規
模
事

業
者
の
売
上
や
利
益
を

確
保
す
る
た
め
の
支
援

に
重
点
を
置
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

従
っ
て
、
経
営
発
達

支
援
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま

で
の
取
組
み
を
見
直
し
た
う
え
で
、
次
の
四

項
目
に
関
す
る
事
業
を
ど
の
よ
う
に
実
施
し

て
い
く
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

①
経
営
状
況
の
分
析　

②
伴
走
型
の
指

導
・
助
言　

③
需
要
動
向
、
地
域
の
経
済
動

向
の
収
集
・
提
供　

④
需
要
の
開
拓

　

ま
た
、
計
画
期
間
は
３
年
～
５
年
と
さ
れ

て
お
り
、
認
定
計
画
期
間
の
終
了
に
合
わ
せ

て
新
た
な
計
画
の
策
定
・
認
定
が
想
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

県
内
で
は
２
商
工
会
が
認
定
さ
れ

　
　
年
度
内
に
37
商
工
会
が
申
請
予
定

　

７
月
15
日
に
第
１
回
目
の
認
定
が
公
表
さ

れ
、
県
内
で
は
、
富
士
見
町
商
工
会
と
筑
北

村
商
工
会
の
計
画
が
認
定
さ
れ
、
認
定
計
画

に
沿
っ
た
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
２
回
目
（
９
月
11
日
締
切
）
に
は
、

７
商
工
会
が
認
定
申
請
を
し
ま
し
た
。

　

３
回
目（
来
年
１
月
に
予
定
）の
申
請
に
向

け
て
、
30
商
工
会（
26
件
）が
検
討
を
し
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
認
定
商
工
会
は
、
小
規
模
事
業
者

経
営
発
達
支
援
融
資
の
取
り
扱
い
が
出
来
る

ほ
か
、
認
定
計
画
に
基
づ
く
小
規
模
事
業
者

支
援
を
推
進
す
る
た
め
の
補
助
制
度
が
設
け

ら
れ
る
見
込
み
で
す
。

求
め
ら
れ
る
商
工
会
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力

　

経
営
発
達
支
援
事
業
の
多
く
は
、
既
に
各

商
工
会
で
個
別
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
内
容

で
す
が
、
組
織
と
し
て
の
計
画
策
定
、
実
施

事
業
の
評
価
、
改
善
計
画
策
定
と
い
う
商
工

会
と
し
て
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
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地域経済の活性化

認
定

申
請

商工会を中核として行政や金融機関等と連携した支援体制の構築

経済産業大臣

小規模事業者

経営の発達

　　 経営の改善
記帳、税務、金融指導
等

経営発達支援事業

経営改善普及事業

商工会又は商工会議所

改正小規模事業者支援法に
基づく支援イメージ図
経営発達支援事業は、経営改善普
及事業の中でも重点的に取り組む
ものとして国の基本指針に位置づ
けられています。

関係機関
－市区町村・都道府県

－地銀・信金・信組

－他の支援機関

－大学

－農協

－ＮＰＯ

－大企業・中規模企業

　　　　　　　　　等

連携

潜在的な顧客層に向
けた商品の販売方法
の変更等、ビジネス
モデルの再構築

・小規模事業者の経営状況の
　分析
・需要を見据えた事業計画の
　策定・実施に係る伴走型の
　指導・助言
・小規模事業者の提供する商
　品、サービスの需要動向及
　び地域の経済動向に関する
　情報の収集、提供等
・広報、商談会・展示会等の
　開催又は参加、需要の開拓
　に寄与する事業

記帳、税務、金融指導等
各種制度等の情報収集・提供等

支援

商工会・商工会議所の

経営発達支援事業の計

画、“経営発達支援計画”
を認定

変
化
を
恐
れ
ず

組
織
の
力
で
会
員
支
援
を

　
『
こ
れ
ま
で
の
小
規
模
事
業
者
支
援

は
、
経
営
指
導
員
任
せ
だ
っ
た
面
が
あ

り
ま
せ
ん
か
？

　
「
し
っ
か
り
や
っ
と
け
。
頼
む
ぞ
」
と

言
う
だ
け
で
済
む
時
代
は
終
わ
り
ま
し

た
。
人
口
も
減
少
し
、
顧
客
も
減
っ
て

い
く
中
、「
売
上
げ
が
立
つ
」
状
態
に

持
っ
て
い
く
た
め
の
支
援
は
そ
ん
な
に

簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

商
圏
の
狭
い
小
規
模
事
業
者
が
近
隣

都
市
圏
ま
で
視
野
に
入
れ
て
商
圏
を
拡

大
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
、
既

存
顧
客
の
中
に
眠
る
新
た
な
ニ
ー
ズ
を

ど
う
や
っ
て
掘
り
起
こ
す
か
。
こ
れ
か

ら
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
は
高
齢
者
な
の
か

女
性
な
の
か
。
地
域
の
経
済
社
会
の
変

化
・
動
向
を
的
確
に
把
握
し
、
一
つ
ひ

と
つ
の
個
社
の
強
み
弱
み
を
踏
ま
え
、

新
た
な
出
口
を
探
っ
て
い
く
。

　

そ
こ
に
は
、
経
営
指
導
員
の
高
い
専

門
性
に
基
づ
い
た
丁
寧
な
伴
走
の
ほ
か

に
、
そ
れ
を
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

す
る
各
商
工
会
・
商
工
会
議
所
の
組
織

の
力
が
必
要
で
す
。』

（
中
小
企
業
庁
小
規
模
企
業
振
興
課
長
桜
町
道
雄
氏（
談
）

　

月
刊
商
工
会
２
０
１
５
・
９　

13
頁
）

　
　
　
　 
～
求
め
ら
れ
る
商
工
会
組
織
と
し
て
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
～

経
営
発
達
支
援
計
画
の
認
定
・
策
定
商
工
会
が
順
次
増
加



　
　

南
木
曽（
ナ
ギ
ソ
）町
は
、
長
野
県
の
南

西
部
、
木
曽
谷
の
南
端
に
位
置
し
、
北
は
同

じ
木
曽
郡
の
大
桑
村
と
、
東
と
南
は
伊
那
谷

の
飯
田
市
及
び
阿
智
村
に
隣
接
し
て
い
ま
す
。

又
、
西
側
は
行
政
と
し
て
は
他
地
域
の
岐
阜

県
中
津
川
市
と
隣
接
し
て
い
ま
す
。

　

町
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
木
曽
桧
の
原
生
林

を
は
じ
め
と
す
る
国
有
林
か
ら
成
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
森
林
に
お
お
わ
れ
た
町
の
中
心
部

を
木
曽
川
が
流
れ
て
い
て
、
木
曽
川
沿
い
に

は
南
北
に
Ｊ
Ｒ
中
央
西
線
と

国
道
19
号
が
走
り
、
東
西
に

は
国
道
２
５
６
号
が
伊
那
谷

の
飯
田
市
に
通
じ
て
い
ま
す
。

古
来
か
ら
伊
那
谷
、
木
曽
谷

を
結
ぶ
交
通
の
要
衝
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　

地
形
的
に
は
急
峻
な
斜
面

が
多
く
、
又
、
気
候
的
に
は

温
暖
な
が
ら
雨
量
が
多
く
、

年
間
降
水
量
は
多
い
年
で 

３
、０
０
０
㎜
に
達
し
ま
す
。

こ
う
し
た
特
徴
か
ら
、
過
去

よ
り
幾
多
の
土
石
流
災
害
を

引
き
起
こ
し
て
き
ま
し
た
が
、

一
方
で
は
豊
か
な
森
林
資
源

を
育
み
、
町
は
古
く
か
ら
木

材
生
産
・
加
工
業
を
基
幹
産

業
と
し
て
き
て
い
て
、
国
の

伝
統
的
工
芸
品
の
指
定
を
受

け
た
「
木
地
師
（
キ
ジ
シ
）
の
里
で
生
産
さ
れ

る
【
南
木
曽
ろ
く
ろ
細
工
】」、
県
の
伝
統
工

芸
品
の
指
定
を
受
け
た
「
蘭
（
ア
ラ
ラ
ギ
）
の

里
の
【
桧
笠
】」、
そ
の
他
、
木
曽
桧
材
を
中

心
に
木
曽
五
木
を
使
用
し
た
木
桶
や
風
呂
桶
、

ま
な
板
な
ど
技
術
の
伝
承
を
受
け
た
木
工
製

品
が
多
数
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。
又
、
こ
の

物
作
り
の
文
化
か
ら
生
ま
れ
た
の
が
「
な
ぎ

そ
ね
こ
」と
呼
ば
れ
る“
背
中
を
温
め
る
防
寒

着
”
で
、
寒
い
冬
に
も
手
作
業
が
邪
魔
さ
れ

ず
仕
事
が
は
か
ど
る
様
工
夫
さ
れ
て
い
て
、

現
在
は
生
産
が
間
に
合
わ
な
い
程
の
人
気
商

品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

南
木
曽
町
に
は
、
こ
の
豊
か
な
自
然
の
中

に
溶
け
込
む
よ
う
に
多
く
の
文
化
財
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

旧
中
山
道「
妻
籠
宿
」は
江
戸
時
代
の
面
影

を
今
に
残
し
、
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
郡

保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
、
年
間
約
１
０
０
万

人
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
11
月

23
日（
勤
労
感
謝
の
日
）に
は
地
元
の
住
民
が
、

武
士
や
浪
人
、
駕
籠
か
き
、
飛
脚
な
ど
に
扮

し
、
江
戸
時
代
の
宿
場
の
風
俗
を
再
現
し
た

“
文
化
文
政
風
俗
絵
巻
之
行
列
”
が
行
わ
れ
、

県
内
外
か
ら
沢
山
の
観
光
客
や
カ
メ
ラ
マ
ン

を
集
め
る
大
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

又
、
木
曽
川
に
架
か
る「
桃
介
橋
」は
、
電
力

王
・
福
沢
桃
介
が
大
正
11
年
に
架
設
し
た
、

橋
長
２
４
７
ｍ
と
日
本
で
も
最
大
級
の
木
製

吊
橋
で
、
国
の
重
要
文
化
財
（
近
代
化
遺
産
）

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
他
に
も
観
光

名
所
は
数
多
く
、
原
生
林
の
中
に
大
小
様
々

な
滝
が
続
く
「
日
本
の
滝
百
選
・
田
立
の
滝
」、

美
し
い
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
水
が
造
形

美
を
生
み
出
し
て
い
る
「
柿
其
（
カ
キ
ゾ
レ
）

渓
谷
」、
木
曽
三
岳
の
一
つ
で
古
く
は
修
験

の
山
で
あ
っ
た「
南
木
曽
岳
」な
ど
大
自
然
を

満
喫
で
き
る
恰
好
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

木
曽
は
昨
年
、「
南
木
曽
の
土
石
流
災
害
」

や「
御
嶽
山
の
噴
火
」な
ど
自
然
災
害
に
見
舞

わ
れ
ま
し
た
が
、
沢
山
の
方
々
か
ら
多
く
の

支
援
・
激
励
を
受
け
立
ち
上
が
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。
今
夏
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
外
国
人

旅
行
者
も
目
に
見
え
て
増
加
し
、
新
し
い
観

光
の
幕
開
け
を
感
じ
ま
す
。
南
木
曽
町
は
中

京
圏
・
関
西
圏
か
ら
は
長
野
県
の
入
口
と
も

な
っ
て
い
ま
す
。
災
害
に
負
け
ず
美
し
く
魅

力
あ
る
信
州
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
ま
す
。
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国の重要伝統的建造物郡保存地区選定【中山道妻籠宿】で毎年11月23日に
行われる“文化文政風俗絵巻之行列”江戸時代にタイムスリップします。

国の近代化遺産指定【桃介橋】（大正11年に架設された全長247ｍの木製吊橋）
日本最大級の吊橋で、平成５年に修復され実際に渡ることが出来ます。



商工会員様だけが加入できる
お得な共済・保険をご紹介!!

 万が一の時に備え、従業員やご家族を守ります 

 いざという時、会員事業者の皆様をお守りします 
　しかも団体割引が利くので、一般で加入するより保険料がお得です

　掛金は損金または必要経費となります

 取引先の突然の倒産時に対応します 

 従業員や経営者の退職金に活用できます 

○貯蓄・融資・生命保障がセットになった共済。
○ 毎月2,000円の掛金の中から安価な保険料で保障を得なが

ら残りの大部分は積み立てておけます。（配当金付）
○ 会員とその家族、従業員で、満５歳６ヵ月～ 65歳６か月

の健康な方がご加入できます。
○ ご希望により、医療保障特約を付加できます。無事故の

場合、５年ごとに無事故給付金を受け取れます。
○ 告知のみでお申込みできます。（加入口数や保険金額によ

り、健診通知書または医師の診査が必要な場合あり。）
○生命保障部分にはリビングニーズ特約付き。
○ 加入口数１口につき100万円の融資が受けられます。（条件、

審査有り）
○ 人間ドック等費用（10口毎）や宿泊費用（１口以上）の

助成が受けられます。

○「けが」「病気」「がん」「生命」の補償が選べます。
○ 「病気」は「けが」に付加しますが、「がん」「生命」は

単独加入も可能で、組み合わせは自由。
○ 「けが」は85歳まで、「病気」「がん」は80歳まで補償し

ます。（継続加入）
○ 「がん」の補償は「けが」「病気」もカバーした「トータ

ルがん」と、「がん」のみ補償する「シンプルがん」があ
ります。「シンプルがん」は告知に自信がないけれど「が
ん」の補償は欲しいという方に好評です。

○ 「生命」の保障は1,000万円～ 6,000万円までご家族のため
に大きな保障をお考えの方や、事業承継の備えにという
方にお勧めします。安価な掛金（保険料）に配当金もつ
いてお得です。リビングニーズ特約付き。

○ 加入企業が製造または販売した製品、行った仕事が原因の、人身事
故や物損事故による法律上の損害賠償金や訴訟費用を補償します。

○中小企業の皆様向けの設計で割安な保険料。
○リコール特約も付加可能。

○ 輸出した製品や販売後海外に持ち出された商品等
により海外で生じた対人、対物事故によって負う
法律上の損害賠償金を補償。

○訴訟対応や示談交渉もサポート。

○ 会社経営者、個人事業主及び
従業員、配偶者がケガや病気
で働けなくなったことによる
所得の減少を最長１年間補償。

○ 会員事業者で情報漏えいまたは
その恐れが生じたことにより負
担する法律上の損害賠償金、弁
護士費用等を補償します。平成
26年度から法人情報にも対応。

○ 傷害補償と使用者賠償補償を組み合わせた制度。
○ 会員従業員の労働災害時に政府労災の上乗せで

補償できます。ケガだけでなく精神障害等に係
る労働災害にも対応。労災訴訟に発展した場合
の賠償責任保険がセットになっています。

○取引企業の倒産により売掛金債権等が回収困難になった場合に貸付が受けられる制度。無担保・無保証人扱い。
○掛金は、損金または必要経費となります。

○ 小規模企業の役員の退職金制度。個
人事業主の方が廃業した時や、会社
の役員の方が退職した時などに対応。

○ 掛金は月1,000円～７万円の範囲内、
全額所得控除できます。

○従業員の退職金制度。
○ 掛金は月5,000円～３万円の範囲内
（短時間労働者は、2,000円～ 4,000円）、
損金または必要経費となります。

○従業員の退職金制度。
○ 中小企業退職金共済や企業年金とも

重複して加入できます。
○ 掛金は月1,000円～３万円の範囲内、

損金または必要経費となります。

商工貯蓄共済

中小企業ＰＬ保険

全国商工会
経営者休業補償制度

商工会の業務災害保険全国商工会情報漏えい保険

小規模企業共済 中小企業退職金共済 特定退職金共済

経営セーフティ共済（中小企業倒産防止共済）

商工会の海外ＰＬ保険

全国商工会会員福祉共済

団体
割引

団体
割引

団体
割引

団体
割引
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